
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
グリップ一端からその長手方向にパイプを伸長させ、このパイプの端部にブレードを有す
る釣餌攪拌具であって、
前記パイプの端部にて前記ブレードを支持するためのブレードホルダを回動可能に軸支し
、前記パイプ内に挿通したロッドを前記ブレードホルダ適所に係合させることにより、該
ブレードホルダを介して前記ブレードを所定の回動位置に固定するようにしたことを特徴
とする釣餌攪拌具。
【請求項２】
請求項１に記載の釣餌攪拌具において、
前記グリップは、前記パイプ及び前記ロッドにそれぞれ固着し、且つ相互に螺合するパイ
プグリップ及びロッドグリップから成り、このロッドグリップを前記パイプグリップに対
して回転させることにより、前記ロッドが前記ブレードホルダに対して進退するようにし
たことを特徴とする釣餌攪拌具。
【請求項３】
前記ブレードホルダは、その回動方向にて前記ロッドが係合し得る複数の係合部を有し、
このブレードホルダを介して前記ブレードを複数の回動位置に固定するようにしたことを
特徴とする請求項１又は２に記載の釣餌攪拌具。
【請求項４】
請求項３に記載の釣餌攪拌具において、

10

20

JP 3553165 B2 2004.8.11



前記ブレードは、前記パイプに対して少なくともほぼ６０°及び９０°の回動位置に固定
されることを特徴とする釣餌攪拌具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、好適には例えば、磯釣において集魚用釣餌を所定の容器内で攪拌する際に使用
する釣餌攪拌具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
磯釣等において、用意した集魚用釣餌で撒き餌が行われる。この撒き餌に際して、釣餌は
予め、所謂バッカンと称する容器内で砕断され、掻き混ぜられる。この釣餌は、例えばオ
キアミ及びパン粉等その他の添加物で成り、通常その冷凍品を溶かしてから使用される。
従来、かかる釣餌をバッカン内で砕断・攪拌するために釣餌攪拌具が考案されている。
【０００３】
例えば、実開平６－１９４７０号公報に記載の撒き餌攪拌具によれば、攪拌用プレートと
、この攪拌用プレートの基端部に折り曲げ可能に軸支された把手部材と、把手部材を攪拌
用プレートの面方向に対しほぼ平行状態及びほぼ直角状態で固定可能なストッパ機構と、
を備えている。そして、冷凍状態の撒き餌材料を潰す場合には、攪拌用プレートの面方向
に平行に把手部材を固定し、その材料を突き刺すように用い、また、軟化した材料を攪拌
・混合する場合には、把手部材を９０°折り曲げて使用するというものである。
【０００４】
或いはまた、従来、ロッド先端に連結されたカッター板が、本体部とこの本体部の上端縁
に設けられた折曲部とを有し、これら本体部及び折曲部の両方に連通して開口している挿
通孔のいずれかにロッドを挿通して、ナットによって固定することにより、カッター板の
姿勢を変更し得るようにした釣餌用カッターが知られている（実開平６－１９４７０号公
報）。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のこの種の撒き餌攪拌具等において、上述のように攪拌用プレートの
固定状態を切り換え、そして固定する場合、その攪拌用プレートを人手で直に押さえ或い
は掴みながら、固定用ナット類の締付等を行うようにしており、従って攪拌用プレートに
付着していた撒き餌材料が手に付いて、作業者（釣人）の手が汚れてしまう等の問題があ
った。因みに、この釣餌は通常、スパイス類等も混入しているため、強烈な臭いを放つ。
【０００６】
また、従来の撒き餌攪拌具等の構造によれば、攪拌用プレートもしくはカッター板等の固
定位置或いは姿勢を変更し得るようになってはいるが、ロッド等に対して真っ直ぐ、又は
直角状態に設定し得るに留まり、つまり高々２通りの位置をとり得るに過ぎなかった。磯
釣等においては、立姿勢にて釣餌攪拌具による攪拌・混合作業を行いたい場合も多く、従
来の撒き餌攪拌具等ではそのような場合に有効に対応することが実質的に困難とならざる
を得なかった。
【０００７】
本発明はかかる実情に鑑み、取扱操作が簡便且つ的確であり、優れた使い勝手を備えてい
る釣餌攪拌具を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明の釣餌攪拌具は、グリップ一端からその長手方向にパイプを伸長させ、このパイプ
の端部にブレードを有しており、前記パイプの端部にて前記ブレードを支持するためのブ
レードホルダを回動可能に軸支し、前記パイプ内に挿通したロッドを前記ブレードホルダ
適所に係合させることにより、該ブレードホルダを介して前記ブレードを所定の回動位置
に固定するようにしたものである。
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【０００９】
また、本発明の釣餌攪拌具において、前記グリップは、前記パイプ及び前記ロッドにそれ
ぞれ固着し、且つ相互に螺合するパイプグリップ及びロッドグリップから成り、このロッ
ドグリップを前記パイプグリップに対して回転させることにより、前記ロッドが前記ブレ
ードホルダに対して進退するようにしたものである。
【００１０】
また、本発明の釣餌攪拌具において、前記ブレードホルダは、その回動方向にて前記ロッ
ドが係合し得る複数の係合部を有し、このブレードホルダを介して前記ブレードを複数の
回動位置に固定するようにしたものである。
【００１１】
更に、本発明の釣餌攪拌具において、前記ブレードは、前記パイプに対して少なくともほ
ぼ６０°及び９０°の回動位置に固定される。
【００１２】
【作用】
本発明によれば、グリップを把持して、パイプに挿通したロッドをブレードホルダに係合
させることにより、ブレードを簡単に所定の回動位置に固定することができる。例えばブ
レードをパイプに対して真っ直ぐに固定すれば、バッカン内の冷凍した釣餌を砕断する等
の場合に好適であり、またパイプに対して角度を持たせて固定すれば、軟化した釣餌を攪
拌・混合する場合に好適である。
【００１３】
このようにパイプに対するブレードの固定位置を切り換えることができるが、その場合ロ
ッドグリップをパイプグリップに対して回転させることにより、ロッドがブレードホルダ
に対して進退し、この操作によりブレードを固定することができる。つまり、グリップ側
における操作だけで、ブレードの回動位置を簡単に切り換え、そして固定することができ
る。この作業においてブレード自体には何ら手を触れないで済むため、作業者の手が汚れ
る等の心配が全くない。
【００１４】
また、本発明によれば、ブレードホルダは、その回動方向にてロッドが係合し得る複数の
係合部を有し、それらの係合部のいずれかにロッドを係合させることにより、ブレードを
所望の回動位置に固定することができる。上述のように例えばブレードをパイプに対して
真っ直ぐに、或いは直角に固定するが、特にパイプに対して６０°及び９０°等の回動位
置で固定することがきる。このようにブレードを実質的に任意の回動位置に固定すること
ができ、優れた使勝手を実現することができる。
【００１５】
【実施例】
以下、図１～図５に基づき、本発明による釣餌攪拌具の好適な実施例を説明する。
図１及び図２は、本実施例に係る釣餌攪拌具１の全体構成例を示している。これらの図に
おいて、この釣餌攪拌具１は、釣人等が把持するためのグリップ１０と、このグリップ１
０の一端からその長手方向に伸長させたパイプ２０と、このパイプ２０の端部側に設けら
れたブレード３０と、を有している。
【００１６】
グリップ１０は、パイプ２０及び後述するロッド２１にそれぞれ固着するパイプグリップ
１２及びロッドグリップ１１により構成されている。ロッドグリップ１１及びパイプグリ
ップ１２は、例えばＡＢＳ樹脂等にて形成され、強度はかなり強化されたものとなってい
る。またロッドグリップ１１及びパイプグリップ１２は、図２に示されるように螺子部１
３にて相互に螺合している。パイプグリップ１２はパイプ２０に固着し、またロッドグリ
ップ１１は、このパイプ２０内に挿通したロッド２１の端部に固着している。なお、ロッ
ドグリップ１１及びパイプグリップ１２の接合部には、Ｏリング１４が装着される。
【００１７】
なお上記の場合、図１に示されるようにロッドグリップ１１は反り部１１ａを有し、また
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パイプグリップ１２は鍔部１２ａを有している。反り部１１ａを設けることにより、例え
ばグリップ１０を引くときに該グリップ１０が手から抜けてしまうの防ぐことができ、ま
た鍔部１２ａを設けることにより、グリップ１０を釣餌に打ちつける場合等において、そ
のグリップ１０から手が外れるのを防ぐことができる。
【００１８】
パイプ２０の端部にてブレード３０を支持するためのブレードホルダ３１を回動可能に軸
支するが、このブレードホルダ３１は図３にも示したように、パイプ２０の端部に固着し
たブレード軸受２２とはピン２３によりピン結合している。この場合、ブレード軸受２２
の凹部２２ａ内にブレードホルダ３１の凸部３１ａが嵌入するようになっている。ブレー
ド軸受２２は、例えばＡＢＳ樹脂等にて形成される。
【００１９】
ブレード３０は、例えばＳＵＳ３０４等にて形成され、先端に複数（この例では４つ）の
刃部３０ａを有している。この刃部３０ａは、図１のようにＶ字状の縁部に沿って設けら
れると共に、ブレード３０の先端部にも設けられ、このように刃部３０ａを形成すること
により、冷凍した釣餌を効率よく砕断することができる。ブレード３０はまた、ＰＯＭ樹
脂等で成るブレードホルダ３１と伴にインサート成形され、両者は強固に一体化している
。
【００２０】
ロッド２１はブレードホルダ３１の凸部３１ａまで伸長しており（図４）、その先端は先
細もしくはテーパ状に形成されている。一方、ブレードホルダ３１の凸部３１ａには、ロ
ッド２１の先端が係合し得る複数の係合部３２が形成されている。この例では図４に示し
たように、３つの係合部３２ａ，３２ｂ及び３２ｃを有しており、ロッド２１がこれらの
係合部３２ａ，３２ｂ及び３２ｃに係合した際、ブレード３０が０°，９０°及び６０°
の角度で、パイプ２０もしくはロッド２１の軸方向に対して傾斜するように設定されてい
る。
【００２１】
上記のように構成された釣餌攪拌具１において、例えば図４のようにパイプ２０に挿通し
たロッド２１の先端をブレードホルダ３１の係合部３２ａに係合させることにより、ブレ
ード３０はパイプ２０に対して真っ直ぐに固定される。なおこの場合、後述のようにロッ
ドグリップ１１を回転させて螺子部１３を締め込むことにより、ブレード３０をぐらつく
ことなく堅固に固定することができる。
【００２２】
次に、例えばこのように固定されたブレード３０の固定位置を切り換える場合の例を説明
する。
グリップ１０におけるパイプグリップ１２側を把持して、ロッドグリップ１１を該パイプ
グリップ１２に対して回転させることにより（図２、矢印Ｂ参照）、ロッド２１は、図２
の矢印Ｃのようにブレードホルダ３１に対して進退する。この固定位置切り換えの場合に
は、ロッドグリップ１１の回転により螺子部１３を緩めると、ロッド２１の先端がブレー
ドホルダ３１の係合部３２ａから後退し、両者の係合が解除される。
【００２３】
例えば、ブレード３０をパイプ２０に対して直角の回動位置で固定したい場合、ロッド２
１の先端をブレードホルダ３１の係合部３２ｂに係合させることにより、ブレード３０は
パイプ２０に対して直角に固定される。このブレード３０の固定位置の切換作業の際、ブ
レード３０の先端部適所をバッカンの内壁等に軽く押し付けて、グリップ１０のパイプグ
リップ１２側を把持しながら、ロッドグリップ１１を適宜回転させることによりブレード
３０の回動位置を簡単に切り換えることができる。また、ブレード３０を直角位置に切り
換え後、ロッドグリップ１１を回転させて螺子部１３を締め込むことにより、ブレード３
０をぐらつかずに堅固に固定することができる。
【００２４】
このようにグリップ１０側における操作だけで、ブレード３０の回動位置を簡単に切り換
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え、そして固定することができる。この作業においてブレード３０自体には何ら手を触れ
ないで済むため、作業者の手が汚れる等の心配が全くない。また、ブレード３０の固定位
置としては、上記の場合の他６０°の回動位置で固定することがきる。この場合にはロッ
ド２１の先端をブレードホルダ３１の係合部３２ｃに係合させることにより、上記同様に
簡単な操作によりブレード３０を確実に固定することができる。
【００２５】
さて、釣餌攪拌具１の実使用において、ブレード３０を例えば図５（ａ）に示したように
パイプ２０に対して真っ直ぐに固定することにより、バッカン１００内の冷凍した釣餌２
００を砕断する等の場合に好適である。この場合、釣餌攪拌具１を激しく上下動させるが
、ブレード３０は堅固に固定されているため、その釣餌２００を的確に効率良く砕断する
ことができる。また、ブレード３０を図５（ｂ）に示したようにパイプ２０に対して直角
に固定することにより、軟化した釣餌２００′を攪拌・混合する場合に好適である。なお
、これらの作業に際してグリップ１０に反り部１１ａ或いは鍔部１２ａを設けたことによ
り、円滑且つ確実な作業を保証することができる。
【００２６】
ところで、ブレード３０は、図５（ｂ）に示されるようにパイプ２０に対して特に６０°
の回動位置で固定することがきる。ブレード３０をこのような角度位置で固定することに
より、パイプ２０は図示のように斜めに立ち上がり、従ってそのグリップ１０を立姿勢で
把持しながら、そのままの姿勢で釣餌２００′の攪拌・混合作業を行うことができる。前
述したように磯釣等においては、立姿勢にて釣餌２００′の攪拌・混合作業を行いたい場
合も多く、ブレード３０のかかる角度設定により釣人を前屈姿勢から解放し、前屈姿勢に
基づく腰痛をなくして、労力を半減させる効果があり、釣餌攪拌具１によればこのような
場合に有効に対応することができる。
【００２７】
以上実施例について本発明を説明したが、本発明の範囲内で変形等が可能である。例えば
、ロッド２１の先端が係合し得る３つの係合部３２ａ，３２ｂ及び３２ｃを設けた例を説
明したが、それ以上設けてもよく、それらの角度位置も上記実施例の場合に限らず実質的
に任意に設定することができる。
【００２８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、この種の釣餌攪拌具において、グリップ側の操作だ
けで、ブレードを所望の回動位置に簡単且つ確実に固定することができ、取扱操作が極め
て簡便であり、作業中に手等を汚す心配が全くない。またブレードの固定位置を実質的に
任意に設定することができ、優れた使い勝手を実現することができる等の利点を有してい
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の釣餌攪拌具の実施例における全体構成を示す正面図である。
【図２】本発明の釣餌攪拌具の実施例における全体構成を示す断面図である。
【図３】本発明に係るブレードの軸支構造を示す図１のＡ－Ａに沿う断面図である。
【図４】本発明の釣餌攪拌具の実施例における要部断面図である。
【図５】本発明の釣餌攪拌具のそれぞれ使用例を示す図である。
【符号の説明】
１　　釣餌攪拌具
１０　　グリップ
１１　　ロッドグリップ
１２　　パイプグリップ
１３　　螺子部
２０　　パイプ
２１　　ロッド
２２　　ブレード軸受
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２３　　ピン
３０　　ブレード
３１　　ブレードホルダ
３２　　係合部
１００　　バッカン
２００　　釣餌

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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